
「誰からも頼られる人になれるよう頑張ります｣ 福田　大輔（杉島）
　私は、中学校を卒業後、熊本県立熊本工業高等学校に入学し、土木科を専攻しました。高校
生活は、先生方から毎日のように挨拶などの生活面で厳しく御指導して頂きました。また部
活は柔道部に入部し、日々厳しい練習に耐え、精神面の強化及び礼儀作法を身に付ける事が
できました。今も、会社の柔道部に所属し、練習を続けています。この３年間の高校生活が自
分の基礎となっています。その後、九州旅客鉄道株式会社にて働かせて頂いています。
　「九州新幹線全線開通」、「JR博多シティ開業」の二大プロジェクトの記念すべき年に入社
出来た事を誇りに思っています。また、この年の３月11日には東日本大震災が発生し、多く

の方が亡くなられ、命の尊さを痛感させられる一年でもありました。
　いま私は、門司保線区行橋管理室で保線の業務に携わっております。保線の業務は文字通り線路の安全を保つ
仕事です。日々、ｍｍ単位で線路を保守管理し、お客様の安全輸送、列車の乗り心地の向上に努めています。しか
し、入社一年目の時は、業務の難しさに戸惑い夜遅くまで業務をしていました。時には悩んだり、躓いたりした時も
ありました。そんな時、同期の仲間や職場の先輩、上司に支えて頂き、数多くの困難の壁を乗り越える事ができ、色
んな経験をする事が出来ました。そのおかげで少しずつ成長出来ていると思います。
　また、社会人になり初めての一人暮らしを経験しました。自分一人で生活するのはとても難しい事なのだと実
感し、家族の大切さを、身を持って知りました。私は、周りの人達に支えらながら生活出来ているのだと社会人に
なり改めて実感する事ができました。常に支えてくれる方々への感謝の気持ちを忘れずにこれからも頑張ってい
きたいと思います。

「大人としての自覚を持ち、責任ある行動を」 中島　史愛（新）
　富合町立富合中学校として最後の卒業生である私たちも、こうして生まれ育った富合町
で成人式を迎えられることを、大変嬉しく思います。そして、いつもそばで支えてくれている
家族や見守ってくださっている地域の方々にお礼を申し上げます。
　私は現在、県内の専門学校の看護学科に在籍しています。看護師への道は、とても厳しく、
同じ道へ進む仲間と共に、切磋琢磨し合いながら勉学に励んでいます。
　また、臨床実習では実際に現場に出向き、患者さんと関わらせていただくことで実践に近
い形で看護を学び、新たな見方や考え方が身につくと共に喜びや感動を実感することがで

きています。また、東日本大震災により多くの命が奪われ、改めて命の大切さを感じました。
　これから私たちは、大人としての自覚を持ち、責任ある行動をとらなくてはなりません。時には、悩み戸惑う
こともあると思います。しかし、これまで支えてくださった周囲の方々や友達に励まされた事を思い出し、今度
は自分が恩返しできるよう、精一杯努力していきます。

「自分の技術力を生かし、少しでも貢献を」 野口　隆史（硴江）
　私は現在、学生として高専生活５年間の最終年を過ごしております。一人前の建築技術者
として、社会に出ていけるように勉学に励んでおります。社会人の一員として世に出て働く
以上、これまでの学生の時とは異なり、一つ一つの行動に責任が伴うと考えます。
　学生時代身に着けた技術と富合の地で生まれ育った誇りを胸に社会に様々なものを還元
できるよう、努めていきたいとの思いです。
　私が４月より就労する、インフラ業界は現在、転換期を迎えております。一昨年の東日本
大震災を皮切りに、日本の電力事情が大幅に見直されているためです。そのような情勢で
も、自らの意思を明確に示し、より円滑な電力供給に自分の技術力を生かし、少しでも貢献できるよう、精進して
まいります。

「夢に向かって」 髙濱　千扇（志々水）
　生まれ育ったこの富合町で、共に過ごした仲間と成人式を迎えられる喜びをかみしめています。
　私は大学に通っていますが周りを見渡せば既に就職して社会に貢献している仲間もいま
す。そういった意味では私はまだ大学という一社会システムの中に存在し、社会を作り上げ
ている立場にはないかもしれません。しかし、だからこそ、より一層勉学に励み、就職後、大
学で学んだことを社会に生かしていかなければならないと思います。　大学で専門的な知
識や技術を学ぶにつれ、夢や目標はよりはっきりと、より強いものになりました。これから
更にその夢に向かって邁進していこうと思います。
　これまでの人生を振り返ってみると多くの人に支えられて生きてきたと思います。ここ
にいる誰もが一人では乗り越えられない壁に衝突したことがあると思います。そのとき支えてくたのは、友人で
あり、家族であり、恩師の先生方でありそして地域の方々でした。
　成人を迎えた一人として、今までの恩恵をこれからの社会に還元していけるように精進していきます。

新成人の主張
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